
Ⅰ．はじめに

　男女群島は五島列島の南南西約７０kmの東シナ海に位置する島

嶼群である。男女群島の総面積は約４．７km２にすぎないが，その

地理的条件により，島嶼性の鳥類や海鳥の繁殖地となっており，

島嶼性の高い希少種カラスバト Columba janthina・アカコッコ

Turdus celaenops・ウチヤマセンニュウ Locustella pleskeiも確

認されている。また，黒潮の影響により九州本土の同緯度地域に

比べて温暖で，常緑広葉樹林が発達しており，琉球列島を分布の

中心とする希少種アカヒゲ Erithacus komadoriの北限の繁殖地

となっている（長崎県生物学会，１９７３）。さらに，ユーラシア大

陸東部の渡りルート上の中継地として重要な地域であることも報

告されている（北脇ほか，１９８９）。

　男女群島の鳥類については１９７０年代から１９８０年代にかけていく

つかの報告がある。特に，アカヒゲについては２回の生息密度調

査が行われ，２回目の調査では生息密度の低下が報告され，森林

の 撹 乱 や ノ ネ コ Felis catusと ハ シ ブ ト ガ ラ ス Corvus 

macrorhynchosの増加の影響によるものと推測された（北脇ほ

か，１９８９）。しかし，１９９０年代以降は報告がなく，アカヒゲなど

の希少鳥類の現状も全くわかっていない。そこで，２００３～２００５年

にかけて，男女群島の女島および男島において，特に先に触れた

希少種４種の生息状況を明らかにすることを目的に，観察される

鳥類種を調査した。

Ⅱ．材料と方法

　男女群島は男島・苦路岐島・寄島・花栗島・女島の五島からな

り，北東から南西に約１０kmにわたって連なっている。北端の男

島は群島中最大の島で，面積は２．７km２である。島の周囲はほと

んど断崖となっているが，標高１００m以上はモクタチバナ

Ardisia sieboldiiやタブノキMachilus thunbergiiの森林となっ

ている。苦路岐島・寄島・花栗島はいずれも面積０．２５km２以下の

岩礁で，ハチジョウススキMiscanthus condensatusなどからな

る草原状の群落に覆われている。南端の女島の面積は１．４km２で，

一部に礫浜はあるものの，やはり島の周囲のほとんどは海食崖と

なっており，上部の平坦地にのみ森林が発達している。

　調査は森林の発達している二島，女島および男島で行った。調

査期間および調査地域は表－１の脚注に示したとおりである。調

査は観察された種をその都度記録する方法をとった。また，それ

ぞれの島に標高０～２００mの地域を含む調査路を設定し（図－１），

調査路を繰り返し踏査して，周辺に出現する種をできるだけ多く

記録するよう努めた。

Ⅲ．結果と考察

　調査期間中に合計９目２４科７１種が確認された（表－１）。この

うち，過去にも春～夏の記録があり，繁殖している可能性の高い

種は１０種のみで，残りの６１種は渡り途中などに一時的に滞在して

いると考えられた。島別にみると，女島では述べ５日間で６８種，

男島では２日間で２５種が確認された。過去に女島・男島で記録さ

れた繁殖の可能性のある希少種のうち，カラスバトは女島と男島

で鳴き声・姿を頻繁に確認することができた。一方，アカヒゲが

確認できたのは男島のみで，男島で踏査した約１ kmの調査路周

辺で確認できたアカヒゲのさえずり地点は４カ所のみであった。
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図－１．調査地の位置および調査路



男島・女島で記録のあるアカコッコ，女島で記録のあるウチヤマ

センニュウは今回の調査では確認できなかった。

　調査路周辺でのアカヒゲの確認数を，１９８０年に行われた北脇ほ

か（１９８１）の調査と重複する区間のみ比較すると，女島では７羽

から０羽に，男島は１０羽から４羽に減少していた。１９８８年に調査

を行った北脇ほか（１９８９）も女島における生息密度の低下を報告

しており，強い台風による森林の衰退と，人為の影響によるノネ

コやハシブトガラスの増加とを減少要因として指摘している。ハ

シブトガラスの群やノネコは今回の調査でも確認され，アカヒゲ

の生息密度の継続的減少に関係している可能性がある。今後は，

希少種を含む繁殖種の現状を，より詳細に調査する必要がある。

　本研究を行うにあたり，男島調査では遠藤晃氏にご協力いただ

いた。また，日本野鳥の会長崎県支部には標識調査に同行させて

いただくなど多大な便宜を図っていただいた。ここに厚く御礼申

しあげる。女島および男島への上陸は，長崎県教育委員会，文化

庁，および長崎森林管理署の許可を得て行われた。この研究の一

部は科学研究費No．１７７８０１３０によって行われた。
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表－１．女島および男島で春季に記録された鳥類

男島女島

２００５＊２００４＊２００３＊種名

＋＋＋Calonectris leucomelas＊＊オオミズナギドリ

＋Sula leucogasterカツオドリ

＋＋Nyctiorax nycticoraxゴイサギ

＋＋Ardeola bacchusアカガシラサギ

＋＋＋Bubulcus ibisアマサギ

＋＋Egretta albaダイサギ

＋＋Egretta intermediaチュウサギ

＋＋Egretta garzettaコサギ

＋Egretta sacraクロサギ

＋＋Ardea cinereaアオサギ

＋＋＋Pandion haliaetus＊＊ミサゴ

＋＋Milvus migransトビ

＋＋Accipiter gularisツミ

＋＋Accipiter nisusハイタカ

＋＋Falco peregrinusハヤブサ

＋＋Tringa ochropusクサシギ

＋Tringa glareolaタカブシギ

＋Heteroscelus brevipesキアシシギ

＋Actitis hypoleucosイソシギ

＋＋＋Larus crassirostris＊＊ウミネコ

＋＋Columba janthina＊＊カラスバト

＋＋＋Streptopelia orientalisキジバト

＋＋Otus scopsコノハズク

＋＋Apus pacificusアマツバメ

＋Calandrella cinereaヒメコウテンシ

＋＋＋Hirundo rusticaツバメ

＋＋Hirundo dauricaコシアカツバメ

＋Delichon urbicaイワツバメ

＋Motacilla flavaツメナガセキレイ

＋＋＋Motacilla cinerea＊＊キセキレイ

＋＋Motacilla albaハクセキレイ

＋Anthus novaeseelandiaeマミジロタヒバリ

＋＋Anthus hodgsoniビンズイ

＋＋Anthus cervinusムネアカタヒバリ

＋＋＋Pericrocotus divaricatusサンショウクイ

＋＋Hypsipetes amaurotis＊＊ヒヨドリ

＊調査期間および調査地域は以下のとおり
２００３／５／２～５／４　女島，北部高地・前浜桟橋～女島灯台，約１３００mの調査路周辺
２００４／５／１～５／３　女島，前浜桟橋～女島灯台，約８００mの調査路周辺
２００５／５／２～５／３　男島，東風泊上部斜面，約１０００mの調査路周辺
＊＊過去のほとんどの調査で春夏とも記録があり，繁殖している可能性の高い種

男島女島

２００５＊２００４＊２００３＊種名

＋Erithacus komadori＊＊アカヒゲ

＋Luscinia calliopeノゴマ

＋＋＋Luscinia cyaneコルリ

＋＋＋Monticola solitarius＊＊イソヒヨドリ

＋＋＋Zoothera daumaトラツグミ

＋Turdus sibiricusマミジロ

＋Turdus hortulorumカラアカハラ

＋Turdus cardisクロツグミ

＋＋Turdus chrysolausアカハラ

＋＋Tudus pallidusシロハラ

＋Turdus obscurusマミチャジナイ

＋＋Turdus naumanniツグミ

＋Cettia diphoneウグイス

＋＋Acrocephalus arundinaceusオオヨシキリ

＋Phylloscopus borealisメボソムシクイ

＋＋Phylloscopus borealoidesエゾムシクイ

＋＋＋Phylloscopus coronatusセンダイムシクイ

＋Ficedula narcissinaキビタキ

＋Ficedula parvaオジロビタキ

＋＋Cyanoptila cyanomelanaオオルリ

＋Muscicapa griseistictaエゾビタキ

＋＋Muscicapa dauuricaコサメビタキ

＋＋Terpsiphone atrocaudataサンコウチョウ

＋＋＋Zosterops japonicus＊＊メジロ

＋Emberiza fucataホオアカ

＋Emberiza pusillaコホオアカ

＋Emberiza aureolaシマアオジ

＋＋Emberiza sulphurataノジコ

＋＋Emberiza spodocephalaアオジ

＋＋Carduelis spinusマヒワ

＋＋Sturnus sericeusギンムクドリ

＋＋＋Sturnus philippensisコムクドリ

＋Sturnus sinensisカラムクドリ

＋Sturnus cineraceusムクドリ

＋＋＋Corvus macrorhychos＊＊ハシブトガラス

（種数合計：７１種）


